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脱炭素社会を次世代に
北海道沼田町ゼロカーボンシティ宣言

　2020 年 10 月、政府は 2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにす
る、脱炭素（カーボンニュートラル）を目指すことを宣言し、本町も 2021 年 9 月
の町議会定例会において「北海道沼田町ゼロカーボンシティ」を宣言しました。
　この宣言を実行していくためには、町民一人ひとりの理解と協力が必要になってきます。行
政・町民・事業者など誰もが「できることから始めよう」を合言葉に、脱炭素社会を次世代に
引き継いでいくために今から活動を進めていきましょう。

行
政
・
町
民
・
事
業
者
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
も
う

 

脱
炭
素
と
は
？

 
な
ぜ
脱
炭
素
を
目
指
す
の
？

　
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し

て
ゼ
ロ
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）」

と
い
う
の
は
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め

と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
「
排
出
量
」

か
ら
、植
林
、森
林
管
理
な
ど
に
よ
る「
吸

収
量
」
を
差
し
引
い
て
、
合
計
を
実
質

的
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

脱
炭
素
の
達
成
の
た
め
に
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
並
び
に
吸

収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

気
候
変
動
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
温

室
効
果
ガ
ス
は
、
私
た
ち
の
経
済
活
動
・

日
常
生
活
に
伴
い
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
一
人
ひ
と
り
の
衣
食
住
や
移
動
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
起
因
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
が
我
が
国
全
体
の
排
出

量
の
約
六
割
を
占
め
る
と
い
う
分
析
も

あ
り
、
国
や
自
治
体
、
事
業
者
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
て
、
町
民
誰
も
が
無
関
係
で
は
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
未
来
の
世
代
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能
な
経
済
社
会
、

そ
し
て
沼
田
町
を
つ
く
る
た
め
、
今
か

ら
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
行

政
・
町
民
・
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▲衣服等のリサイクルは私たちができる
　身近な脱炭素活動です
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ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

 

暮
ら
し
を
脱
炭
素
化
す
る
取
り
組
み

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

　

町
が
支
援
し
ま
す
！

　

よ
り
良
い
未
来
と
沼
田
町
の
た
め
に
町
民
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
事
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
・
転
換
し
よ
う
！

②
二
酸
化
炭
素
の
少
な
い
交
通
手
段
を
選
ぼ
う
！

③
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
省
エ
ネ
住
宅
に
住
も
う
！

④
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う
！

⑤
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ユ
ー
ス
し
よ
う
！

⑥
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
フ
ァ
シ
ョ
ン
を
！

⑦
二
酸
化
炭
素
の
少
な
い
製
品
を
選
ぼ
う
！

⑧
環
境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
！

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
が
重
要
で
す
。
脱
炭
素
に

向
け
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

沼
田
町
で
は
、
脱
炭
素
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
）
を
町
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
た
め
、
令
和
４

年
度
に
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
雪
冷
熱
」

の
ほ
か
、「
太
陽
光
」「
太
陽
熱
」「
バ
イ
オ
マ
ス
」

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
ご
家
庭
や
事
業

者
・
企
業
に
対
し
、
導
入
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
行
政
も
様
々
な
脱
炭
素
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
、
も
し
く
は
各
世
帯
に
配
布
さ

れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▲沼田町が㈱カネカとの連携で発電実績を調査している再生可能エネルギー（壁面
　設置型太陽光パネル）の活用　　　　　

令和４年度
沼田町の脱炭素関連予算

（町内事業者・法人向け）
■再生可能エネルギー導入支援事業

予算額　2,000 千円

　再生可能エネルギー設備を自己消費として事業の
用に供するために導入する費用の一部を助成します。
○対象者　
　・事業経営者（農業者含む）
　・町内に事業所もしくは営業所を有する法人

（農業生産法人、農事組合法人含む）
　・新たに再エネ設備を設置する方
○対象設備　
　・雪冷熱利用
　・バイオマス熱利用
　・太陽光発電・太陽熱利用等
○補助要件
　熱利用や発電に関係なく、再生可能エネルギーを
自己消費により事業の用に供することを目的とした
導入設備に限る（売電を目的とする事業は対象外）。
○補助率
　・雪冷熱エネルギー　　4/5 以内（上限 2,000 千円）
　・その他再生可能エネルギー 2/3 以内（上限　〃　）

（個人向け）
■太陽光発電設備奨励事業

予算額　750 千円

　自ら居住する持家、又は自ら居住するために建設
する住宅、又は同一敷地内に町内業者により新たに
太陽光発電システムを設置する費用を一部助成しま
す。
○助成額
　・設置費用の 1/4 以内（上限 250 千円）


